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高浜発電所３、４号機の工事計画認可申請の経緯について １

◆平成２７年２月２日 「工事計画認可申請の補正書の提出」

○原子炉設置変更許可申請の補正書※２の内容や審査会合等の結果を反映した設備の詳細設計の見直しを行い、

重大事故等に対処するために使用する設備（既設・新設）および設計基準事故に対処するために使用する設

備について、各設備の詳細設計を追加・修正し、補正申請。

(約４２０設備：既に申請している約１００設備を含む)

○耐震安全性評価が必要な設備については、基準地震動Ｓｓ(７００ガル)による評価を行い、その結果を反映。

◆平成２５年７月８日 「工事計画認可申請書の提出」

○平成２５年７月８日に新規制基準が施行されたことに伴い、原子炉設置変更許可書および工事計画認可書、

保安規定変更認可書を申請。

○工事計画認可では、重大事故に対処するために使用する新設設備について申請。(約４０設備)

○耐震安全性評価が必要な設備については、基準地震動Ｓｓ(５５０ガル)による評価を行い、その結果を反映。

◆平成２５年８月５日 「工事計画認可申請書の追加提出」

○重大事故に対処するために使用する既設設備および設計基準事故※１に対処するために使用する設備の

工事計画認可申請書を追加申請。(約６０設備)

○耐震安全性評価が必要な設備については、基準地震動Ｓｓ(５５０ガル)による評価を行い、その結果を反映。

※１ 多量の放射性物質が放出するおそれがある安全設計上想定すべき事故。（例：原子炉冷却系の配管が破損し冷却水が失われる原子炉冷却材喪失事故（ＬＯＣＡ）等）
※２ 平成２６年１０月３１日、１２月１日、平成２７年１月２８日に原子炉設置変更許可申請の補正書を原子力規制委員会へ提出。

工事計画認可申請とは、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（炉規制法第４３条）に基づく手
続きで、原子炉設置変更許可申請における原子炉施設の基本設計に従ってなされた原子炉施設の詳細設計につ
いて、技術基準を満足していることを原子力規制委員会に審査していただくために申請するものである。



申請日 概要・申請範囲 主な設計基準 対象数 主な設備

平成２５年

７月８日

重大事故に対処す
るために使用する
新設設備を申請。

【基準地震動Ｓｓ】
・５５０ガル

【津波】 （基準津波高さ）
＜水位上昇側＞
・３、４号機海水ポンプ
室前面：T.P.+2.60m

＜水位下降側＞
・３、４号機海水ポンプ
室前面：T.P.-2.73m

【竜巻】
・最大風速（６９ｍ／ｓ）

約４０設備

平成２５年

８月５日

重大事故に対処す
るために使用する
既設設備および設
計基準事故に対処
するために使用す
る設備を追加申請。

約６０設備

【重大事故に対処するために使用する既設設備】

・燃料取替用水ポンプ ・主蒸気逃がし弁

・格納容器高レンジエリアモニタ（高レンジ）

・格納容器スプレイポンプ 等

【設計基準事故に対処するために使用する設備】

・電動消火ポンプ（火災防護設備）

・海水ポンプ室（非常用取水設備） 等

平成２７年

２月２日

重大事故に対処す
るために使用する
設備および設計基
準事故に対処する
ために使用する設
備（新設・既設）を
補正申請。

【基準地震動Ss】
・７００ガル
【津波】（入力津波高さ）
＜水位上昇側＞
・取水路閉塞部前面
：T.P.+6.2m
・３、４号機海水ポンプ
室前面：T.P.+2.8m
・放水路（奥）：Ｔ.P.+6.7m
＜水位下降側＞
・３、４号機海水ポンプ
室前面：T.P.-2.5m

【竜巻】
・最大風速（９２ｍ/ｓ）

※最大風速（９２ｍ/ｓ）を
安全側に切り上げた最大
風速（１００ｍ/ｓ）から設定
した設計竜巻荷重に対して
安全性を確認。

約４２０設備

２工事計画認可申請の主な対象設備

可搬式代替低圧

注水ポンプ

恒設代替低圧

注水ポンプ
空冷式非常用

発電装置

【その他】

・可搬式空気圧縮機、
・可搬型空間線量率測定器
（エリアモニタ） 等

取水路防潮ゲート
〔T.P.+8.5m〕
（工事中）

放水口側防潮堤

〔T.P.+8.0m〕
（工事中）

原子炉格納容器

水素燃焼装置（ｲｸﾞﾅｲﾀ）

【その他】

・原子炉下部キャビティ水位計
・原子炉格納容器水位計
・可搬型格納容器内水素濃度計測装置 等

海水ポンプ等

（竜巻防護対策）

既に申請して
いる１００設備
を含む。

＜今回新たに申請した主な設備・施設＞

水密扉



３＜参考＞工事計画認可補正申請の主な設備一覧

設備の区分 主な設備

原子炉本体 原子炉容器、炉心支持構造物（上部炉心支持板、上部炉心支持柱）

核燃料物質の取扱施設
及び貯蔵施設

可搬式代替低圧注水ポンプ、燃料取替用水ポンプ、

使用済燃料貯蔵設備（使用済燃料ピットクレーン）

原子炉冷却系統施設
蒸気発生器、主蒸気逃がし弁、余熱除去ポンプ、

恒設代替低圧注水ポンプ、可搬式代替低圧注水ポンプ

計測制御系統施設 可搬式空気圧縮機、原子炉下部キャビティ水位計

放射性廃棄物の廃棄施設 格納容器排気筒、水素再結合装置予熱器

放射線管理施設
可搬型空間線量率測定器（エリアモニタ）、

格納容器高レンジエリアモニタ（高レンジ）

原子炉格納施設
原子炉格納容器、格納容器スプレイポンプ、静的触媒式水素再結合装置、

原子炉格納容器水素燃焼装置（イグナイタ）、格納容器再循環ユニット

その他

発電用

原子炉の

附属施設

非常用電源設備 電源車、空冷式非常用発電装置、非常用ディーゼル発電機

常用電源設備 発電機、変圧器、遮断器

火災防護設備
電動消火ポンプ、消火水バックアップポンプ、

消火水バックアップタンク

浸水防護施設 取水路防潮ゲート、放水口側防潮堤、水密扉

補機駆動用燃料設備 消防ポンプ燃料タンク、大容量ポンプ燃料タンク

非常用取水設備 海水ポンプ室、海水取水トンネル

敷地内土木構造物 抑止ぐい、連続地中壁

緊急時対策所 緊急時対策所

【全体：約４２０設備】



４＜参考＞工事計画認可申請書の記載内容（例：蒸気発生器）

工事計画の例（要目表※）
※機器の名称、種類、容量、主要寸法等を記載

○今回提出する工事計画認可申請の補正書の書類については、「補正を必要とする理由」や「補正を行う書類」として
前回申請時（平成２５年７月８日、８月５日）と同様に、工事計画、工事工程表、添付資料等を提出。

【補正を行う書類の記載内容】
・工事計画…対象機器名や各設備毎の要目表を記載。
・工事工程表…設備区分毎の工事完了時期を記載。
・添付資料…耐震安全性評価結果、各設備に係る図面等を記載。

マスキング箇所については、メーカー等の商業秘密に関わるため非公開。



5＜参考＞工事計画認可補正申請書の記載内容（例：蒸気発生器）

添付書類の例（耐震安全性評価）

注 ：上図は1次冷却ループを1ループのみ表示

１次冷却設備のモデル化、評価
（地震時に発生する荷重、応力を算出し評価基準値と比較）

評価部位
発生応力
（MPa）

評価基準値
（MPa）

蒸気発生器
冷却材入口管台

125 381

基準地震動Ｓｓにより蒸気発
生器にかかる荷重を元に各
部位の発生応力を算出

１次冷却設備の鳥瞰図例

工事工程表の例

コンピュータ上でモデル化

蒸気発生器

蒸気発生器

蒸気発生器

原子炉容器

１次冷却材ポンプ

 蒸気発生器 

上部胴支持構造物 

中間胴支持構造物 

下部支持構造物 

1次冷却材ポンプ 

支持脚 

支持脚 

ホットレグ 

クロスオーバレグ 

コールドレグ 

原子炉容器 


